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お買いあげありがとうございます。

この使用説明書をよくお読みになり、安全に正 しく

お使いください。

この使用説明書には、保証書が添付されておりますので

お読みになった後も、大切に保存 してください。
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△ 注意

△ 警告

△ 注意

このマークは、製品を正しくお使いいただけな

かった場合、製品の使用者等が死亡、または重傷

を負う可能性があることを示す警告マークです。

このマークは、製品を正しくお使いいただけな

かった場合、製品の使用者等が軽傷、または中程

度の傷害を負う可能性がある状況、または物的損

害が予想される危険状況を示す注意マークです。

●取り出しの出来る光球、平板、光角度板、スライ

ド板は乳幼児の手の届かない場所に置いてくだ

さい。誤飲により窒息等の危険があります。

●乳幼児が誤ってストラップを首に巻くことのな

いように手の届かない場所に置いてください。

窒息する危険性があります。

●強力なマグネットを内蔵しています。磁気の影

響を受けやすい物に近づけないでください。

記憶内容を失ったり、機能の一部を破損する場

合があります。

例 :キ ャッシュカード、フロッピーディスク、定

期券等の磁気カード類、及びテレビ、コンピュー

タ等のディスプレイ装置。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
二



セコニックスタジオデラックスⅡ

L-398Mの特長

一般の被写体にはすべて、反射の強い面 (反射率の高い面)と 反射の弱い

面 (反射率の低い面)がさまざまな階調で複雑におLみ 合わされています。

そしてこの変化は当然、露出を決定する際に微妙な影響を与えるわけで、

どの部分に露出を合わせるかが重要なポイントになりますし、写真のでき

具合も大きく変ってきます。各部分、あるいは「ll極端をそれぞれ測定し、

その平均値を求めることによって失敗のない写真を撮ることはできます

が、これは、時間がかかりすぎる欠点があります。そんな不使さを一挙に

解決したのがスタジオデラックスⅡです。 1支に、四季のさまざまな被写

体から測定して求めた 18%の 反射率を標準反射と称していますが、スタ

ジオデラックスIIは、これを基準にして露出が得られるように■1夫されて

おります。

従って、18%付近の反射率を有する被写体が画の中心と考えられる場合

(人物、建造物など)や平均値に置きかえてもよいと考えられる場合 (街

のスナップ、立木、林などの中景)な どに、特に大きな威力を発揮いたし

ます。

1.入射光式 (反射光式も可能)と して最高の露出計です。
2.受光部が自由に回転できるので測定がたいへん楽にできます。
3.指針ストツパーがついています。測定は手元から離しても操作できま

す。

4.指針を自由に振らせる解除機構をもうけました。
5.メ モ用設定指針をもうけましたので、ライトバランスの決定には、一

層便利になりました。

6.光球により被写体と同一光線状態で受光できます。
被写体は普通、立体ですから、光線状態によって明るい面 (ハ イライ

ト)と 暗い面 (シ ャドウ)ができます (H量明コントラスト)。 光球は

この被写体とまったく同一の状態で光を受けますし、各方向からの光

の強さに応じて自動的に撮影に関係のある値をメーターに指示させる

機能をもっております。従って、一般の露出決定には、この光球が一

4 番便利なわけです。

７
１
１
１

7 1SO感度とシヤッター速度の組合せから直読スライド(別売)を使用
しますと直接絞り値を求めることができます。

8.

9.

受光素子としてセレン光電池を使用していますので電池を必要としま

せん。

付属品を使用することによつて広い範囲の撮影を楽しむことができま

す。

△ 注意 ●強力なマグネットを内蔵しています。磁気の影
響を受けやすい物に近づけないで下さい。記憶

内容を失ったり、機能の一部を破損する場合が

あります。

例 :キ ャッシュカード、フロッピーデスク、定期

券等の磁気カー ド類、及びテレビ、コン

ピュータ等のディスプレイ装置。
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付属品 本体の基本的な使い方
HIR:預
号つ子千
ド
(2

特別付属品 (別売)
直読スライ ド

(ル普雰辱リト)24

直読スライ ドは全部で 11枚 あります。

(ケ ース入り 11枚 セ ント)

注、直読スライ ドは全国小売店または、

弊社営業部門に用意 してあります。

●取り出しの出来る光球、平板、光角度板、スライ

ド板は乳幼児の手の届かない場所に置いてくだ

さい。誤飲により窒息等の危険があります。

1ス トッパーボタンの使い方
ストンバ~ボ タン|,のマーク.11が

○の時、ストンパ~ボ タンを川け

と指f卜ヽは lllる さに応じて振れ、

はなすと指rlは その振れた位置で

'1定
されます .

ス トンパーボタンをオ甲したまま

マーク位置が○になるまで時lil方

F可 に卜1す と指11は 解除され、 ス
トンパーボタンをはなしても明る

さに応じて白由に振れます。

また指11を 固定したい時は、その

ままストンパーボタンを反‖|::1方

1向にまわしてマークを○にしてく

ださい.

2 セロ位置の確認 と調整
ストンパ~ボ タンを解除 したJ犬態

○で受光部を手かil布 で社って光

を与しくヽ 1こ遮 lliし 、 指£|がゼロ位 irt
を 1に しく1旨′」そしてヽヽるか確 認して

ください。

指,|がゼロイ立1壮 からずれていると

きは、本体」こ‖1のゼロイ立置調整ネ

ジ@Iの ネカ llへ I吏貨などをあてて

指FIを 見ながら静かに回転させ、

り1幣 してください。

(,レ冒隼T贅ク)④

△ 警告



3 メモ用設定指針の使 い方
ダイアルリン舛ぃとメモ用設定指

11rの ダイアル部を1可 時にもち、

IL£卜位置又は設定 したいり]る さの

位 itに メモサll設定指

'|を

合わせま

す

※
′
り〔用例は P13、 P21参 ||(

d 1711111を |:し く11t J卜 し〔、 ス

トフ′ヽ ‐llタ ント,を 11_て くた

こtヽ  1旨 i l卜 (ま り1る こ|二 |し :~〔

litれ ま■ ストフ′ヽ一ホウンを

離 |´ ま
‐
|ヒ 、1旨 iは そげ)|:ザ tて

111'Lコ tま ; もしサ」るtヽ ヒ■
/, こ1旨 11が 1lt l, き,tメtりヵr)1ま 、

HIGHス ライド22を ブ、イビ[(た

さい

標準付属品の使い方

指 111卜 の指示 した メー ター ス

ケールの ノー トキ 、ントル :)を

ltiヒ ,ま ;

i売ム t,11フ ー トキャント,レ の

lklllを ダイアルスケール‖竹ヽ ア

11移 し、タイア ,レ リンク
・
Fヽ を

11:き・1」▲ ]〕υ)ス ク
ーール 、′ ―ク

1ヽ1あ わ11ま す

ⅢGHス ライドを入れた1人魁″)

Lき は、▲自|の Hス ケール 、′―

入射光式の測定

1 光球
a光球.1を 受光部2に とりつけて
ください.と |り つける際は、光球

の枠の :|プェを受 )し部の |′ 1点 にあ

わせてセ ットし時ill方 向に静か

|こ まわすと、 光球は確′人に 11,t
されます (約 45° )

b使用するフィルム感14の 数
『
1を

フィルι、感14切換ノブょ)を ll」か

してセ ントしてください ISO
数
『
1は イi側 の ISOマ ーク11に 、

セ ントします

写真では Iso 100に セ ノトされ

ています .

c被写体の ll定 したい位rtか ら、
光球をカメラ方向に向けます

=

|′■光部は、|′ 1山 に回転します )

1()



ク9に あわせてください_

gそのときのシャ ノタ~速度‖盛と絞 り‖盛 6の利lみあわせが,芭 |li露出
となります .

(例 )HIGHス ライドを入れた状態で ISOl()()の とき指fiが フー トキャン

ドルH盛の 80を指 した場合のitt li露 出は、F/56で 1/250秒 、F/16で

1/30秒 、F/90で 1秒 となります

※測定後、フイル′、感17_を 変 j_する場合は、ISOの変換により、|′ |」 lJ的に

糸交りH需 とシヘ′ンタ~'1度 ‖ヤトの利[み 合わせが変オ奥できます .

メータースケールの中間値

※

※

シャッター速度

絞り目盛の中間値

 ゝ ら,～
'

０り
の
一一Ｙ
∞
ヾ

1 白色平板 |ル ミテスク |

l111り lコ ントラス トの調整と照度を

測定する場イ)に やt用 します .

●コン トラス トの沢」定

a ′1色 ｀1411ttlを 受光部||に とりつ
けてください.と りつけかたは、

光球の場合と同様です。

b露出計を被写体位置で保持 し白
色平板を i:光源の中′し、に正しく

向けまう ,

c ストノパーボタン10をオ甲し、メー

タースケールのフー トキヤンド

,レ |を ::売みとります。このときメ

モ用設定指11,― を指針位置にあ

わせておくとlt利です。

d同様の操作で補助光源のフー ト
キャンドルを,読みとりますcこの

場合、i,光源からの光線が人らな

いように,〕は してください。

c l:光線とF ll助 光線のワー トキヤ

ンドルの比が村照比 (コ ントラス

ト比 )と なります .

1例 )i:光 源の指示 H盛 が 640
ワー トキャンドルで補助光源の

指4t H盛 が320フ ー トキャンド

ルとすれば‖(り ]の対照比は、
640=■

2:lと なります.
320   1

●照度 (ル クス)の測定

a ′1色 ｀1411t`}を 光球と J様の操作
で′チ光‖,2に とりつけてくださ

゛
¨

※フィルム感度の中間値

く注>ス ライドをはずして|た用す

る12/7イ )、  スライ ド
'社

が嚇iい )しを 11

接′/_け ると、この清か′,多少の光

が入ることがあります これは鮮
出にはほとんど1杉 4斗 しませんが、

より 11確な露出を必要とする,t影

のときは、手であ、さいでください

12

ISO



b白 色｀|´板3)を 測,L山 iに 14行 となるようにrtいてくださぃ ,
cス トンバーボタンr,を 夕||し メータースケールのワートキャンドル 3‐を
読みとります

d読激とった数111を lo 76倍 したものがルクスとなります.
(1夕 1)8()× 1076=86()8ル ク ス

指多が振 りきオしてしまうときは、HIGHス ライド22を 人ノしてくださヽヽ ,、

このときは、フー トキャンドル数llを 32倍 して
`17Lん
でください.

11夕 1)80× 32=256()ワ ー トキヤンドル

256()× 1()76=275456ル クス

反射光式の測定

1 光角度板 (ル ミグリッ ド)
a光夕11l lltピ 1を 光球と:1様の操作
で受 )し部2に とりつけてくださ

b ltl111~る フィ,レ ノ、1惑 1女σ)数 1れ を

セ ットしてください セ ツトの

れな|は 畑`風
の味刹＼」

cス ト ノハーホ タン r3を 11し 、
メータースケールのフー トキャ

ンドル 3を ,洗みとります .

ただし、フー トキャンドルは、人

身J光測定のときのみの :ド 位です

か′)、 この場合は
'Ⅲ

にI旨 11位 置t

を示す H安の数
『
1と なります

「 読み とった数値をダイアルス

ケール‖盛 7に 移し、ダイアル

リング●をⅢl1 1● させて合自lの H
スケールマーク9にあわせます

`

gそ のときのシャ ンター速度 H幣
Hと 絞 り‖盛ちの判|みあわせが

迪 11:露出となります.

<,i:>反 ,1光 ,そのJ場 イ)は 、 スラ
イド類は 切使えません
※ |ズ ll l光式の測定のとき、標/11i反

lJ l llt l別 た)を it用すると、より

11iし い数付1がえられます
=

その他

1.エ クスポジャー・バリュー

(EV値 )の読みとり

ライトバリュー方式のシャンタ~

と絞りの利[みあわせを採サllし てい

るカ メラには、 この」 クスポ

ジャー バ リューを
`:光

み とって

セ ントするとll_利 です

a指
'い

ドがl‐ 4tし たフー トキャン

ドル 3の 数値を1洗みとります

I:llillllll#[ili「ア(1)「ミ
「「
:



bその数値をダイアルスケールロ盛0に移し、ダイアルリンク⑮を回転
させて、▲印のスケールマーク③にあわせます。HIGHス ライドを入れ

た場合は、合印のHス ケールマーク⑨にあわせます。

c EVマーク0に示された数値が、,直正なエクスポジャー・バリューとな

ります。

2 シネロ盛の使い方
シネ撮影のときも、入射光式、反射

光式の測定と同じ操作です。ただ

し、シネロ盛⑫はシネカメラに適

したコマ数表示になっていますの

で、使用するコマ数に対応する絞

り目盛⑮を読みとってください。

<注 >シ ネカメラの中には、露出時間を早くしたものもあります。これは

回転シャッターの開角 (光を透過させる部分の角度)が狭くなっているた

めです。

あなたのカメラのコマ数に対するシャノタ~速度を正確に知っておくこと

は、適正露出を決めるうえで重要なことです。

シネカメラの説明書、またはカタログなどからシャッター速度と照合して

ください。

シヤツタ開角度と露出時間の計算

3 11出倍数  -2、 -1、 +1、 +2 の使い方
ダイヤルスケールのHス ケールマーク (合 )、 またはスケールマーク (▲ )
の両側に露出倍数日盛がついています。-1、 -2は露出を1段 (1/2倍 )、
2段 (1/4倍 )少 なく、+1、 +2は露出を1段 (2倍 )、 2段 (4倍 )に多
くしたいときに使います。Hス ケールマーク (合 ),ス ヶ―ルマーク (▲ )
のかわりに、-2、 -1、 +1、 +2の 日盛にフートキャンドル数値をあわ
せてください。

1寺リリ|1属占lキの使 tヽ方 (り 1′た)

1 直読スライドの特長
スライドは全部で11枚あって、すべて光球0、 平板④と併用します。(た
だし、光角度板を装着した場合には使えませんので注意してください)
HIGHス ライドのは、測定範囲をかえる (高照度と低照度)2段切換え用
として使用することはすでに述べましたが、直読用にも使用できます。し
かし、ほかのスライドは直読専用で切換え用としては使えません。

T= θ
360× R

R=1秒 間に露出されるコマ数
T=露出時間
θ=シ ヤッター開角度

<注 >コ マ数はシヤンタ~開角度 180° の値が表示されています。

標準劇場用映画の撮影コマ数は24コ マで 1/50です。特にこの位置には赤

線で表示してあります。
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ヽ
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80  16()1 320
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40    80    00   125   160

32    64 1  80    100   125

25    50    ●4    80    100

20    40    50    64    80

可6夏 4計 5()肩

各被写体に対する測り方の実例

1 人物撮影
l ll二 人1勿 1lt影 とい ,て もい/,い /)あ )ま すか、|| をバィク(ス =ヽ  イ
してヽヽる人‖″が′Jヽ さく)レ:る しヽ うヽような」場r)は i(な るり1(男 tでル, ,ご 、11ィ

出Iサ tttの うえ_か r)は 人1勿 1lt景た はイ′:ま 11′tノ、物‖t il夕はあくまでも、口1
の||′し、/1｀人1勿であ ,(、 人1勿に,7‖ |を

`)わ

とな|}れ ltな l,な t,1カ 合ヒ考,

てください そして、 人でもグルー ノび)j場 合〔1)、 カメラリ、1勿び)川 :‖ |

は考えるり奏があ りませ′t iげ )人物1lt景′(1は 、入1lJ光式(:よ る測,tl)し

球りtiFIが成ノJを
`さ

Jli l´ ま |

ガUl)方は向なの〔人均j光 JヽのiЦ l,t〕 て述 く́た 1,て ,~ ノ、1勿 二迪 :,711が r)
いますから、どんな)七十itl't態 ても||1題 はあ ,ま せ′t また、逆)Lト ニあ ,

ても人‖勿はディテイルいた |よ J

■li:>ケ ース
'、

,l七 ,卜 |よ Nol 日の日 lt〔 ■
ti卜 、HIGHス ライトも111t llス ク了卜七' ごちitll l'titt[し 主i

2 直読スライ ドの使い方
力:|じの「ち1、 ltl lノ ィル/、 のよ1女 ヒ

シ1 ,夕  速度〔 | ld l人 かサ,ス

ライドやえのNoを ,Lんでくだきヽヽ

そのスライトを1「 入し、測,こは
'、

ll l)Lり  `ヒl ill均 tl:イ「 ,́‐〔、 1旨 11 1ヽ か

1旨 Jt lる ネえ,「11を 1[Jな litム と ,́

てくだきヽヽ

※「〔″しスライトを,tlllす ブtは ダイアルを |;二 となく、1苛
`め

て 111に 1:

卜
‐
〔bi lか :,ソ (“E,こ千」fl
18



2 -般の風 |ド
風景の場合は、光球を使ってカメラ位置 〔入射光式の測定の項参照〕で測

定します。保持の仕方は前に述べた正規の方法でよいのですが、被写体と

カメラ位置の光線状態が同じでない場合は、被写体と同じような条件の場

所へ移って、カメラ光軸の方向に平行に向けてください。また、被写体が

陰になっているときは、測定する位置を同じような場所へ移すか、手など

で同じような条件をつくらなければなりません。建造物などの描写と ‐般
の中景と考えられる風景が主要題材の場合は人物撮影の項と同じ考えで

す。

3 展開 した風景
被写界に遠景があつて、画の重要な部分を示している風景をいいます。

(例)展望、遠景など

20

'腱
・ ・ ・

1

1.■ ■ ■ |

遠景は空気光の影響でヘイズがかかり、露出オーバーになりやすいですか

ら、まずカメラ位置で光球を用いた正規の方法で測定し、つぎに、光球を

太陽のほうへ向けて測定します。そして得られた2つの値の中間の値で露

出を決めます。

<注 >2つの値の中間値を求めるには、次のようにします。
●2つ のワートキヤンドル指示の中間のフートキヤンドル値 (絞 り目盛

値)を ダイアルヘ移します。

(例 )320(8)フ ートキヤンドルと80(4)フ ートキヤンドルのとき160

(56)が中FHl値 となり、80(4)ワ ートキャンドルと40(28)ワートキヤ

ンドルのときは80(4)と 40(28)の 中間の目盛が各々求める値です。

従って、その求めた値をダイアルに移すことになります。

●それぞれのワートキャンドルをダイアルヘ移して露出を知り、同一絞

りに対するそれぞれのシャンタ~速度を平均してもよいのです。

● 2つの値の中間値を測定する時は, どちらかの値を測定した時、その

指針が示す値にメモ用設定指針を指針位置にあわせ、記録しておくと

便利です。



4 雪景
a J:直 1のキラキラのため、反均」光式ではりこ敗する例が多いのですが、人

射光式をlttえ ばその心配はありません、力i■ :は 73■ )く ′,いの反11+を

もっていますが都会などに降り、‖数が経った」:で も60■ )く らいの反
rl l率がありますから補,正 しなければなりません.

正規の方法で測ったものをた
ヽ/.に 切りつめます

(例 )F16で  T/25と なった r)

/25× 4=/77≒ %(Ю または/25× %=%知

iヽ

f

<,111>

<'112>

22

1:白「は露出オーバーにするとメリケン粉をまいたようなll彩の

ない写 r〔 になりますか。)、 なるべ くLJ」 りつめるようにします

る ヽたという補|li値は
[iの 反Fl・lキ を考慮したriで :の性り:、

汚れ,tr)で 多少変ります

<注 > 順光や トンプライト(太陽
が真 11に近いとき)'t味の

ときは、光球は・ :1白 iの 反

射光を受けてしまってい

ます。このla/・ 合には光球

卜方に・1た る光を防く意

味でなにかで社う必要が

あります。
」  面

逆光気味にキラキラする光が少いようなウ|り の
′[:丼
tや、川真光 Fの

′[l it

は反la l光式をittっ ても良い結果を得ることができます 光アウ度llKを 1反
付けて、空の光を防ぐように′■光部をやや ド向きにして、カメラ位置

から被写体のほうへ向けて測ります。このとき、

マーク (合 )に 合わせます スライドは使用できません .

5 側面光や逆光下の風景撮影

l llll14ぅ

雨

―

・



一般の風景で側面光や逆光の場合、立体である被写体のカメラに向いた被

写面は暗くなるのですが、一部には強い光線を受けて輝いている場合もあ

ります。光球をつけた正規の測定では、暗い被写面はデイテイルしても輝
いた面が露出過度となり、見苦しくなる場合もあります。撮影意図から輝

きを強調することもありますが、 ‐貫した美しい調子を整えるときには、
次のような方法をとります。まず光球をつけて正規な方法で測定してか

ら、その中間の値で露出を決めます。(3 展開した風景の項とF・lじ )

6 シルエ  ト111影
日没の太陽のようにキラキラ輝く空をバックにして、前面に人物、立木、

橋などがあり、これをシルエット(黒影)に したいときは、スライドをとり

のぞいて、光球を沈みゆく太陽のほうへ向けて測定(反射光式のような向

け方となる)して、スライドがなくてもHス ケールマーク (合 )に合わせ

ます。このように光源を露出不足とすることにより、前景はシルエットと

なります。

ちむサllれ百

1 スタジオデラックス ‖の特異性

スタジオデラックスIIは精密計器ですから、その機能を十分に活用すれば

さらに広範囲にわたって本領を発揮させることができます。

入射光式は実際の撮影には極めて合理的で、プロ作家や映画撮影技師に

よって多く利用されております。用法上、反射光式では誤りが出やすい場

合でも正確な露出を知ることができますから、カラーにも白黒にも大変便

利です。

入射光式で光球を使ったとき、最もその真価を発揮するのは、カラーの場

合でも、また白黒の場合でも、皮膚の色を撮影するときです。(皮膚を画の

中心と考えて露出を決める人物撮影のとき)

写真にうつし出された皮膚の色は、アマチュアの目にも良し悪しの判断が

できます。ですから皮膚の色はカラー撮影の、唯一の色調(基準色)である

と考えられております。

(撮影意図によつては、肉眼で見たより明暗の度合に変化を与える場合も

あります。)

スタジオデラックスHは、 ‐定周知の基準点を確立しています。しかし、
これに変化を与えることによつて特殊な効果を得ることもできます。これ

らの効果は、露出に変化を与えることによって、経験から得られるのと

まったく同じように再現することができるのです。

さらに付属品の活用によつてさまざまな応用ができることは、さきに述べ

た通りです。



2 照明のコン トラス ト

色 4餃の最もi要 な|ll逸 は、ライトバランスの1じtを 行うこと|二 あ )ま

す |た写体をす11サ Jし て撮サ多するとき、クローズアツワll li要 ライトとれh助

ライト‖1の 文J II(比 をi貝 1与とし、Jl lllす ることはり4rt二 l要 なことです

これによ ,て 1lt景ライは、と'ん な1ltttk riか す)も その |し 1,人がイサられるよう|二

な 1)、 さら1二 、1子 米どんなときでも、そのIF(り 1を lliJり↓すること力■こきます

スタジ|― なと
｀
|“ り」設‖青′)|:|っ た,liで 1最 tt夕」

~る jtt r)に 、 |:光れtと れ打リカ)いltσ)

女」lr(比 を4ilヽ 2:l二 十れは、 LI)tし い写真を111る ことができます :

11′ Jと
77ttクトで |リ フレクターを十tllJう

~る
とき|二 も、女、lll(1ヒ をお‖定してか′,

露||を ,りt,と してくださヽヽ

Ltクトでの1lt景′では、11常 太陽が li ttllと なります |ンデイ本の陰影‖
`を

りJる

くするのには、 1色 または,t色のリフレクターを使|IJし ます

まギ、
.色
十枚を,'F,との1、 |「 1に lRIJけ 、太陽 |二 向けてその1旨 4t値 をi売ムと

|, ま―:  この |レ メモ|‖設,LI旨 rlを 1旨 F111ず tに イドイ)せ idi入 しておく ヒ|[不 1‐こ

1~次 lil`1色 4`板 をリフレクターに向けて、人陽のri功 J光が 1色
ヽ
|1板 (二

1`1

たらないように、
「
で■‖|「 して1旨示伯Ⅲを1読みと ,ま | このh情助光線は、

最 卜のカラー効,tを 得るため(二 l:光源の 1/2ヽ 174と しなけれIよな 1)ま せ

ん |'I■で 11劇的な効,tを イЧ:る には、これよ1)1ヽ めの女」||(1ヒ、たとえは

仙」力光1ltと 人「場光キitと のり」tl/_1ヒが 1/161り、卜(二なるようなものをftllす れ

ばよいのです

Ltクトなと'で 1旨 11が Jち tl,き ズしたJ場 合にはHス ライドを|llい 、向111,1べたよう

に1旨 1の 示す数値を32倍 します そして、 li光ホitと ll助 光n・ltの 比をli算
で,kめてくださヽヽ  コントラストの‖1与L参 |に {
ライ ト′ヽランスのJ司 1`が糸冬ったら、)し J求 に1文 りかえ

‐
〔j重十1デ′)ノ Jl liこ

'FIIIを
‖」ルとしてくださヽヽ このときは被クメイ4くに11近 して、太陽光十,t、 補助光ホitか
光球に充分人るようにします

主光線の演」定 補助光線の測定

被写体の陰影部を明るくする

のには、白色または銀色のリ

フレクターを使用 します .

露出の測定



主光線を一定にし補助

光線 を変化 させると照

明比が変化する。

4:1

1:1

8:1

3 反射光式の測定

反射光式測定は次の目的に用います.

aル「度域の調整

b反射光式でなければ測定できないネオンサインのように発光している
被写体、ショーウインドーの中のように入射光式では接近しなければ

ならないのに近づけないようなとき。これらについて、以 卜川貞″(:3と |り l

いたします。

1 輝度域の中点

反射光式で測るということは、被写体の輝度を測るということです .川i度

は人射光の強さと被写体niの 反,1率の多少で変ってきます。人,1光式とは

人射光を測って被写体niは 18%の標準反均Jするものと決めて露出を定め
る方法です。

光球による lil“ :な露出を得るために泄1,と された実効ワートキャンドルは川i

度の |lriを ,ブこ定いたしまう。
28

今、光球を用いて ,午 ilの 方法で‖J

与Lし た場合に、例えばスライドな

しで1旨 flが 640ワ ー トキャンドル

をl―示したとします.フ イル′、感

度 ISOl()()の とき露出は「
45で

シ  ヽノ タ~~1上 1蛯 |ま lイ少とな 1, ま―ケ

このときHス ケールマーク 1合 ,は

2()を ′Jtし ます

この20は li度域のちょうど中点を表わします 同じ状態で光角度lltを 取
イ、1け て、ヤII'T:反均1'十

`18(ヽ

)を 測ウLするとタイアルスケール‖盛 2()を 指示す

ることを意味 します

光」水または 4ヤズをltサ llし て露 ||ツしtの |な HIGHス ライドのイ11〔 を|11わ ずH

スケールマーク 1合 |は 常に|「 111文の中点を指 4tし ます.た だし、測定指

示riを ダイアルスケールのスクールマーク (▲
'に
合わせたときHス ケー

ル イーク1合 |が ‖盛まで,上 しない場イ)は 人均1光線の J」 tl/_が低すぎるので

)し 角1蛯 1反 での |て 11光人‖1,tは イ(lJ lヒ です すなわち、 人功J光線の強 1支が
16()フ ー トキヤンドル1り、卜の場合は、)し fl tt llkに よる反均J光 ,て‖1,とができ

ま■よん

2 被写体の輝度域の決定
a 光球の代 り|二 )し角度仮をと ,つけます この|ち のヽスライドは必ずとり
は―■きなけオtlよな |)ま ,よん 」旨1は ‖1女 J Ili11を 折′Jtし ますので、輝度

比の|キ |'||二はフートキャンドルの数値をイ吏|||し まう



露出 ||は 被写体からおよそ1 5cnlほ ど4iし て1カ tl十 し、l14写体の各1向 iに )し

角1支 lltを向けフートキャンドル‖ャトの数値を:売みとります

このとき測定山iに測ウL竹の影が|リゴリないように,11意 してください

輝度上文を得るには、 世‖定σ)山 trttlれltlllを ムを,t指′Jtlllで ,1れ はltいわけ

ですから、1ダ」えば力を高|に度J旨 4tlllが
Ⅲ
8()¨ で14低 J旨 4t値が

‐
5い であれ

ば出il支域は、X(ソ5=16/1で 16☆」1と な |)ま す

輝度域根1定

優れた色彩描写の得られる上下限度の決定

llK′ j:llく に分4jす るlli度 で、 1を高1li度 がわF度域の メ
'の

11111り、卜
‐
こ山た,t

輝1支が 1/1倍り、1の (す なわち全体で小「1支成が 16カ」111卜 になっξ
いる,場 r)は ノ(lJ(の カラーフィル′、では1芭切な色彩の1占写がllメ ,れ ま

す.

川i度成の中点が
Ⅲ
2()い のとき、光f l ltt llkを 用いて‖り,こ した被写体山iの

力li度 最高1旨示値が
い
80い (|プ 120× 4=XO)よ り高くなる場 r)|よ 、その1自 i

の色は,`色 して1古写されます 従って、この部分|二 人,1す る光ホガtは 少
しllk少 させる.Zヽ 要があります.

J様に、被写体Iniの 川il支 最低指示値が
Ⅲ
5‐ (中点2()÷ 4-5)よ 1,も ‖「|い

白iに 1月 し迪切な色の1占
'メ

をするには、これ′)の 白iを照りlし てやる′Z、 贋

があります。

６^

　

ａ

スタジオデラックス Hは輝度域の

中点の左右 2絞 りに相当する範囲

が色彩描写の普通の輝度域の限度

を示すようになっています。

4.照 明の調整
‖〔1月のi調 4者 を「 分に行なえる性能をも

つ、スタジオデラ ノクスHの イila/・ に

よって、今まで考え′,れ 在かったほど1lt影 ,'Fの セ ットが迅速かつ確リヨこで

きるようになりましたぃ次に映画のシーンを先全にコントロールしてセ ノ

トを行なうための順|卜 について、例をもって説 り」いたします。この方法

は、スチール111影に

'芭

サllし てもさしつかえありません

1列 としては、フィルム1惑 ,l ISOl()0レ ンズの絞 )F/56シ ヤ ンター速度

1/5()秒 (24コ マ秒)に A71し て照 り」のセ ノトを行なうものとします t

光球を使用 し

た場合の露出

輝度域の上限



第 1段階

全般的に光線の強度を求めます。

a露 出言|の ISO窓 に 100を セノト
しますぅ(フ イルム感度の中間値

参照)

bシ ネコマ数日盛上の24の赤線を
F/56に 合わせます.

cこ の時スケールマーク (▲ )のオ旨示はダイアルスケール 1で 64()(ワ ー

トキャンドル)よ りやや低めとなります。これをメータースケールの位

置にすれば、640フ ー トキャンドルより低い500ワ ー トキャンドルでこ

の値が必ヽ要な光線強度となりますt(メ ータースケールの中間付1参 IFl)

第 2段階

キーライ トのセッティンク

aキ ーライト(li光線)を つけ被写体の照明を行なうのに必要な方向を定め
ます。

bス ライドはつけずに、露出計を被写体位置で保持 し、光球をカメラ方
向に向けてストンパーボタンは、角キ除しておきます。

c指針 400が指示するまで il光源の強度を増 llKす るか、川1離 を|り11`し ま
す。これにより、補助光線が加えられるときは第 1段階の cで要求さ

れる500ワ ー トキャンドルまで指示が 11ケ |す ることになります。

第 3段階

照明コン トラス トの調整

a光球の代 りに向色平枚をとりつけます :

bキ ーライトの強度を測定 します (400ワ ー トキャンドルを指4tす るは
ずです )

c補助光線をつけます.
d<,'外 >11り Jの コントラストlJJ整 の項で,,色明した,重 り迪切な|【(明 のコ
ントラス トを得るように補助光線を調整します。(コ ントラスト2☆Jlに

対しては補助光線の1旨示竹l:は 200ワ ー トキャンドルにな′)な くてはなり

ません)バ ノクよりの光線はこのコントラストに対しては極めてわずか

しか影響を及ぼしません‐
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第 4段階

輝度域の調整

a受 光iF2に 光球を取イ」けます.

b光球をカメラに向けて被クメ体位置で露出ilを保||し 、指針の指4tを 読
みとります.ラ イトが全吉についている場

/iに は、このよ旨/Jt値 が500ワ ー

トキャンドルになる様に、 i:光 ll「liを 調整してください.

cス ケールマーク (▲ )を 5ooに 合わせHス ケールマーク (合 )指 4tlllを
読みとります.こ の値は 16と なり、輝度域の中点を示します。もし、

16対 1の輝度域で所要の効果が得られることが経験 11で分かっている

場合には、ll度 1蔵高1旨示値64(II:点 16× 4=64)は 良好な色彩を|,現
するための最大極限値です .ま たI「 度最低指示l14(li点 16÷ 4=4)
は、良好な色彩を再現するための最低極限値でもあります。従って被

写体輝度分布は4ヽ 64の 中になければ、このシーンの色を美しく1呼現

することはできません。

d光球の代りに光角度板をとりつけ、被写体面に輝度指4t値が64よ りも
明るい所、また、4よ りも晴い,'子があるかどうか確める意味で泄」定し

てください.

第 5段階

正確な露出を求める

第4段階のbで光球を使用して露出値を測定してありますが、1に確な露出

を最終的に測定してくださいここの値は今までにコントロールされた照明

で要求した通り1に確にF/56で 1/50秒 とならなければなりません. 11述
の5段階の方法で照明について全要素を充分にJ‖整することが口j能となり

ます.

5 接写について
被写体がカメラの焦点距高性のlo倍よりもカメラに接近している時は必ず、

露出値を1曽加しなくてはなりませんも例えばカメラレンズの焦点‖1‖[が

50mmで、被写体距離が40cmと いうような場合です〔これは被写体がカ
メラに接近するとその像の倍率が大きくなるためです.被写体からの光線

がレンズを,重ってフイルム面に結像するとき、フィルム面のH(1度 と被写体

輝度および像の倍率との間には次の関係があります。



a・ πL   l
E=4・
F] (M十 1)2

E:フ イルム面1照度
L:被写体輝度
M:像の倍率

F:Fナ ンバー
π :円周

'ネ

:

al常数

11式から分るように、被写体の輝度が ‐定であっても倍率が変わるとフイ

ルム面の明るさ(照度)は (M+1)ぜ に
'■

比例して変わってきます。被写

体11離が大きいとき、すなわちMが小さい場/iに は上記の影響はほとんど

ありませんが、被写体距lrillが小さくなるにつれMが大きくなつてきます。

例えば実物大の撮影をするときは倍率Mは 1で (M+1)ピ は4と なりま

すのでフイルム面での明るさは被写体■1離が無限人の場合の 1/4と なり、

露出値は4倍 しなければなりません。

測定された露出値が 1/60秒のシャッター速度のときは 1/60× 4=1/15と

して 1/15秒 に補 lに しなければなりません。(M+1)2を 接写の場合の補
正率といいます。

測定方法

できるだけ被写体に接近して露出計を保持し、光球をカメラレンズ方向に

向けます。もしもライトが被写体に非常に接近しているときは、被写体を

除いて光球を被写体位置で保持するようにしてください。このようにすれ

ば、光球の受ける光線はちょうど被写体を照らす光線と同一になりますc

クローズアップ用にネ1,1に される露出を求めるには、

1 入射光の通常の方法で露出を決定します。
2 被写体の大きさと(ピ ントガラス)に現われるその像の大きさを測定し
ます。

3 もしも像が被写体より大きい場合は拡大され、またf象が被写体よりも
小さい時は縮小されるわけですから、大きいほうの値を小さい方の値

で割ってください。

4 ド記に記4女 されているよから補F11率 を求めてください。
5 測定された露出

『
1に補正/11を かけた値が補 lに された露出lЁ となりま

す。
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表 1 クローズ 。アップの露出補正表

補正率={M+1●

′
Jヽ

補 正 率

1 1対 3

被写体と

像 との比
補 正 率

1疎寸 ,
 ヽ文す  1 25
, 文寸  1 50
1 '1  1 75

1 ☆寸  2
1 '寸  225
1 支寸  2 5
1 支寸 275

1対 35
1対 4

1扶寸 45
1☆寸 5
,対 6
1文寸 7
1文サ 8

1'サ 9

1文寸10

1 支寸 ,1
1対 12

1女寸13

1 疎寸14

1 文寸15

' '寸

16

1 文寸 17
1 ,寸 18

1 '寸 19

1 文寸20

取扱い上の注意

スタジオデラックスIIは精密計器ですので下記の点を注意 し

てください。
● 落 卜又は急激な衝lFは lL対 に世けてください

● ルtイ「‖〕11年L‖‖  よ)(ヽ lm(
● 磁 |(:影イ十ル)る |'i及 び「方」t剤 の人 ,́て いる

'「

への(17「 は世けるようにしてください (金

属キ 1ビ ネ ツト、
'Iヽ
■ )

● 光球、1色「 ‖ては常 :二清潔 li物:っ てください

く傷、 iけれ(|サ′ιがひヒヽヽ時にはイiナ′tを 溶かしたぬるま湯てよくit浄 してくださヽヽ >



アフターサービスについて

*弊社の製品には一定の期間内無料修理をお引き受けする保証書が

あります。記載事項をお確かめのうえ、大切に保管してください。

● 無料保証期間などについて

1 無料保証期間はお買い上げ日よ
り1年間です。

2保証書にお買い上げ日および販
売店名のないものは保証の対象

になりませんので、必ずお確か

めください。

3無料保証期間でも有料修理とな
る場合もありますので、保証書

の記載事項をお確かめください。

4保証期間経過後の修理は有料と
なります。また、運賃諸推卜りはお

客様にご負担願います。

● 補修用部品の保有期間などにつ

いて

1 補修用性能部品は、製造打ち切
り後 7年間を目安に保有してお

ります。したがって、本期間を過

ぎますと修理をお引き受けでき

ないことがあります。

2修理完了品には、弊社の修理納
品書が発行されますのでお確か

めください。

3修理可能期間内でも浸冠水、強
度のショックその他損傷のいち

じるしいもので、修理後の機能

維持に問題が残ると思われます

ものにつきましては、修理不可

能となる場合があります。
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● 修理ご依頼にあたって

修理品につきましては、故障内

容を、またご指定の修理箇所が

あります場合には、その指定箇

所をできるだけ具体的にお申し

出ください。ご指定のない場合

には、各部点検をはじめ品質的、

性能的に必要と認められるすべ

てのところを検査・調整・修理す

ることになり、修理料金が加算

される場合がありますのでご留

意ください。

● お問い合わせについて

本製品の保証、修理、使い方など

のお問い合わせは弊社営業部門

にご相談ください。

万一、製造上の不備で生じた

不都合につきましては現品を

もって保証 させていただき、

それ以外の責は負いかねます。

[保証規定]

1使用説明書にそった正常な使用状
態で、万一、保証期間内に故障が

生じました場合には、保証書を現

品に添えてお買い上げの販売店ま

たは弊社営業部門にご持参くださ

れば無料にて修理・調整させてい

ただきます。

2次のような場合には保証期間内で
も保証の対象とはなりません。

(1)誤 ったご使用またはお取り扱い

上の不注意により生じた故障、

または損傷など

(2)保管上の不備によるもの、およ

び使用者の責に帰すと認められ

る故障、または損傷など

(3)弊社の指定する修理取扱所以外

で行われた修理・改造・分解掃除

などによる故障または損傷

(4)火災、地震、水害、公害、および

その他の天災地変や落下、衝撃

などによる故障または損傷

(5)保証書のご提示がない場合

(6)保証書にお買い上げ日、保証期

間、販売店名などの記載の不備

な場合あるいは字句を書換えら

れた場合

(7)ご使用後の内・外装面のキズ、部

品や付属品の紛失による修復交

換

(8)各部点検、精密検査、分解掃除等

を特別にご依頼された場合

(9)本製品の故障に起因する付随的

損害(撮影に要した諸費用および

撮影により得べかりし利益の喪

失など)

00お 買い上げ店または、弊社営業
部門にご持参いただくに際して

の諸費用またはお買い上げ店と

弊社間の運賃諸構卜り

3ご注意
(1)本保証書は以上の保証規定によ

り無料修理をお約束するもので

これによりお客様の権利を制限

するものではありません。

(2)本保証書の表示について、ご不

明な点は弊社営業部門にお問い

合わせください。

(3)保証書をお受け取りの際は、販

売店名および購入年月日などが

記入されているかどうかをご確

認ください。万―記入もれがあ

りました場合には、ただちにお

買い上げ店へお申し出ください。

(4)保証書の再発行はいたしません

ので大切に保存してください。

(5)本保証書は日本国内においての

み有効です。
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保 証

このたびは、セコニック露出計をお買い

がとうございます。

この製品は弊社が心をこめ厳重な品質管理のもとに製造したものでご

ざいますが、万―保証期間内に故障が生じました場合には、本保証書

を現品に添えてお買い上げの販売店または弊社営業部門にご持参くだ

されば、無料にて修理・調整させていただきます。

(保証除外事項はP37保証規定に記載されております)

機種名  L‐398M

お買上げ日

保証期間 お買上げ日より1年間

ご住所

ご氏名

株式会社 セコ
=ツ
ク

〒 178-8686 東京都練馬区大泉学園町 724-14

TEL 03-3978-2366  FAX 03-3922-2144

http力Www sekonic coip

販売店名


